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	この遺伝子は、Aキナーゼアンカータンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。Aキナーゼアンカータンパク質は、プロテインキナーゼA（PKA）の調節サブユニットに結合し、ホロ酵素を細胞内の特定の場所に限定します。コードされているタンパク質はミトコンドリアに局在し、PKAのタイプIおよびタイプII調節サブユニットの両方と相互作用します。この遺伝子の多型は、不整脈や突然心臓死のリスク増加と関連している可能性があります。[RefSeq提供、2012年5月],ドメイン：両親媒性ヘリックスを形成すると予測されるRII-α結合部位は、Rサブユニット二量体の相補的な表面とタンパク質間相互作用に関与する可能性があります。,機能：プロテインキナーゼAのタイプIおよびII調節サブユニットに結合し、それらをミトコンドリアまたは細胞膜に固定する、異なる標的タンパク質。 PKAおよびAKAPSとミトコンドリアとの生理学的関連性は完全には解明されていないが、アポトーシス促進因子であるBADがミトコンドリアアンカー型PKAによってリン酸化・不活性化されるという説がある。BADが多タンパク質複合体形成のためのアダプターとして機能し、PKAおよびGタンパク質シグナル伝達を促進する可能性も否定できない。RGSドメインを有するBADはG-αタンパク質との相互作用を誘導し、シグナル伝達機構と下流キナーゼを繋ぐ役割を担う可能性がある。,類似性：2つのRGSドメインを含む。,細胞内局在：主にミトコンドリアに存在するが、膜結合型および細胞質にも存在する。,
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	AKAP10抗体を用いたマウス脳ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AKAP 10ポリクローナル抗体を用いたマウス細胞のウェスタンブロット分析

